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のきっかけは偶然であったとしても、外国を主たる研究の地として続けるには、研究者それぞれに、また学問ごとに異なる理由があるだろう。特定 国について研究する事を専門とす 事で その国を研究し続ける場合 あれば、特定の現象の所在ゆえ いう場合もあるだろう。
「外国を研究する」と
いう営為には、自国を研究とはことなる基礎的な環境がある。調査を行う為には、自分の生活圏を離れ、異 言語を話し、聴く。異なる生活様式の中で思索し、絶えず複数の読者を想定しながら、研究成果 形作ることを意識する。さらには、所属大学、研究機関 存在する国の政策次第で特定の国、地域の 支援体制は容易に左右され だからこそ、絶えず変化する研究環境にあって
変わらず特定の国、地域の研究を継続することは容易ではない。　
現代は、研究環境、とりわけ情




















究、情報環境にある現代において、 「外国を研究す 者」は、とりわけ対象国にいる同業者とどのように勝負すべきであろうか。また、この変化した 、交通状況を研究の創意工夫にどのよ に生かすべきだろ か。あるいは自国を研究する研究者と比べてを研究する研究者にはどのような強みや弱みがあ のか。そして、とりわけ「日本で」 することにはどのような利点や役割があるのだろうか。本特集ではこれら問いに対して、様々 分野 活躍する各研究者に、これまでの経験や各研究者が現状の変化 どのように捉えているか、その考えを紹介して頂く。そうした経験や観察の中から各学問分野において「外国研究者」が立ち向かっている課題を直接的に、また間接的 紹介して頂き、その考えを読者の皆様にお伝えしたい。（あいざわ
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